
鳥取県立船上山少年自然の家 主催事業 

 

令和３年度「船上山トレッキング」実施報告書 

Ⅰ 事業の概要 

 １ 期 日   令和３年１１月１４日（日） 

 ２ 日 程 

9:０0 

9:30 

１０：００ 

 

 

１５：１５ 

１５：３０ 

受付開始 

出会いのつどい 

登山【後醍醐天皇足跡を辿るコース】 

自然の家～森林鉄道跡～西坂コース～船上神社～ 

～薄ヶ原（昼食）～下山～自然の家 

自然の家到着 感想記入 

解散 

 【コース変更後】 

９：００ 

９：３０ 

１０：００ 

 

 

１３：４５ 

１４：１５ 

１４：３０ 

受付開始 

出会いの集い 

登山【紅葉と屏風岩を眺めるコース】 

自然の家～神宮道～県道～正面コース～横手道（途中で昼食） 

～東坂～茶園原～自然の家 

下山完了  自然の家到着（自然の家到着後に豚汁） 

感想記入 

解散 

山頂付近にオオスズメバチの巣があり危険な状況が続いているため、山頂には行か

ないコースに変更。また、コース内にトイレがないため、下山時刻を早めに変更。 

 

３ 趣 旨        秋の船上山登山を通して、自然に親しむ。 

 

４ 対 象      家族、および一般（未就学児を除く） ２０名程度 

 

５ 応募者数      １７組３９名 

 

６ 当日参加者数   ９組２０名 

 

７ 参 加 費      １人１０００円 

 

 

 

 



Ⅱ 実施状況 

■ 船上山トレッキング 〈１１月１４日（日） 天候 くもり 〉 

この日はくもりではあったが、紅葉も美しく、トレッキング日和の一日となった。 

予定どおり、２０名の参加者を２つの班に分け、ゆったりとしたペースでスタートした。 

山頂付近にスズメバチの巣があり危険な状況が続いていたため、コース変更し、山

頂へは行かないコースでのトレッキングとなった。まずは神宮道で、鳥居・船上山ダム・

おさかなをはぐくむ森でガイドをした。今回は、登頂できない分、皆さんへのガイドに力

を入れた。船上山ダムでは、ダムびこを体験していただけた。 

神宮道から県道へ出て、千丈滝を眺めた。前日までの降雨が多めだったこともあり、

滝の水量も多めで、雄滝・雌滝どちらの滝も見ることができた。 

県道をさらに登っていき、展望駐車場からは、これから上るコースを見ることができ

た。屏風岩へ真っすぐと伸びる正面コースでは、強くなってきた風をさえぎるものがなか

ったため、休憩を少なめにして、急こう配の登山道を足早に登って行った。 

横手道では、滑りやすい箇所もあり、全員の無事を確認しながら進んでいった。１１時

２０分に横手道の休憩場所に到着し、予定よりも少し早く昼食を食べていただいた。屏

風岩前の休憩場所では、どんぐりがたくさん落ちていたり、美しい紅葉があったり、秋の

自然を感じることもできた。 

昼食後は、横手道から東坂登山道へ抜けた。横手道はすすきが茂り、道幅が狭くなっ

ている箇所もあり、滑りやすい場所もあったため、班ごとに無事を確認しながら進んだ。

下山の東坂登山道にも滑りやすい場所があったため、より安全なルートで県道へ抜け

出た。 

県道東坂駐車場で最後のガイドを行った。東坂駐車場は一般登山客の車が多くあ

り、秋山登山の人気を感じることができた。 

予定よりも早く下山を完了して、１３時１５分に自然の家に到着。豚汁を皆さんに食べ

ていただいた。 

コース変更のため、登頂できなかったのは残念だったが、皆さんそれぞれ満足そうな

様子で、和やかな雰囲気で日程を終えることができた。 

 

 

 

Ⅲ 総 括 

１ アンケート結果 

《参加者の満足度》 

（参加者９組 組ごとにアンケート 回収率１００％） 

事業全体の満足度：満足８組、やや満足１組 

 

《参加者の感想》（抜粋） 

・ 船上山は初めてでしたが、気軽に自然に親しめて良かったです。お弁当、豚汁とも

においしかったです。ガイドも初めての私たちにはありがたかったです。親子連れ

がいるか不安でしたが、友だちができて息子も喜んでいました。 

・ カエデやドウダンツツジがちょうどきれいな紅葉で、秋を楽しむことができました。

場所場所で説明があり、知らないことが分かって良かったです。来年以降、山頂コ

ースがあればまた参加したいです。 



・ お弁当、豚汁、パワーアップしていましたね。もう少し歩けたら、もっと満足できるの

かな。 

 

 

２ 成 果 

・ 登頂できないことで、コース選択が難しかったが、眺めが良く安全なコース設定が

できた。 

・ 「船上山の魅力」の資料を事前配布し、当日のガイドも丁寧にでき、船上山の魅力

をたくさん伝えることができた。 

・ 下山後の豚汁を楽しんでいただくことができ、高い満足度につながったと感じた。 

 

 

３ 課 題 

・ 登山道の倒木、クマの出没情報、スズメバチの影響で、頂上に行けなかったことが

残念だった。 

・ 短いコースとなってしまったために、昼ごはんと豚汁の時間の間隔が短かった。 

 


